
■Ｈ２３北海道開発技術研究発表会　特別セッションアンケート結果

設問１　あなたの立場を教えて下さい。 設問２　この様な取り組みは有効と思いますか？

　 「大いに有効」・「有効」を合わせると１００％と高評価

　北海道開発局が実施する社会資本整備における技術的な課題に対して、民間企業等が開発した新技術等を広く募集し、民間企業等の技術力向上、経営力強
化と社会資本整備の課題解決に着実な成果を得るため、特別セッションを昨年度に引き続き行いました。
（募集17テーマに対し、7テーマの応募があり、11技術について発表）

　このたび皆様のアンケート結果がまとまりましたので、お知らせいたします。
【アンケート結果の概要】　　（アンケート配布数　１５３　　回収数　６8　　回収率　４４．４％）
①『特別セッションのような取り組みは有効か？』に対して、「大いに有効」、「有効」が１００％と高い評価。
②『今後の工事等で活用したい技術があるか？』に対して、発注者の５４％、受注者の６７％が「ある」と回答。
③『行政側で必要としているニーズの発信について』に対して、受発注者双方ともに、９０％以上が「必要」と回答。
④『行政ニーズと民間企業の技術シーズとのマッチングの場について』に対して、受発注者双方ともに９０％以上が「必要」と回答。
⑤『実物や模型等の展示による説明する場について』に対して、「必要」が７３％と回答。

【今後】
昨年度に引き続き、皆様より高い評価を頂きました。
今後、これらを踏まえ検討を進めるとともに、発表された優れた技術が現場で一層活用されるよう取り組んで行く予定です。
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設問３　今後の工事等で活用したい技術はありましたか？

全体の回答は、「ある」が５９％と過半数を超える結果である。特に、建設業関係者からは６７％と高い回答。

ある

59%

ない

24%

その他

7%

無回答

10%

全体

ある

ない

その他

無回答

N=68

ある

54%
ない

30%

その他

3%

無回答

13%

開発局職員

ある

ない

その他

無回答

N=30

ある

67%

ない

25%

その他

0%

無回答

8%

建設業関係者

ある

ない

その他

無回答

N=24

ある

50%
ない

25%

その他

25%

無回答

0%

コンサル業関係者

ある

ない

その他

無回答

N=4

2



設問４-①　特別セッションの時間はどうでしたか？ 設問４-②　特別セッションのテーマ数はどうでしたか？

全体の回答は、「ちょうど良い」の回答が８５％。 「ちょうど良い」の回答が７８％。

設問５-①　行政側が必要としている技術ニーズの発信について

「必要」の回答が９１％と発注者の技術ニーズ発信への高い期待がうかがえる。 「必要」の回答が９７％とマッチングへの高い期待がうかがえる。
　

設問５-②　今回のような行政ニーズと民間企業の技術シーズとの
マッチングの場について
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設問５-③　開催の頻度は何回が適切ですか？ 設問５-④ 開催時期はいつごろがよろしいですか？

「年１回」の回答が５６％、「年2回」の回答が１６％。 「１～３月」の回答が５０％。

　

設問５-⑤　実物や模型等の展示による説明する場について 設問５-⑥　定期的な新技術等に関する情報提供を望まれますか？

「必要」の回答が８８％と情報提供への高い期待がうかがえる。
実物や模型展示による説明の場が「必要」との回答が７３％。
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（参考）設問５-⑥-１　どのような情報を望まれますか？
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